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【本マニュアルについて】 

本マニュアルは内気象ノード作成後の基本設定（ファームウェアインストール、センサ登録等）の手順

を示します。また、内気象ノードの利用方法（センサ値の確認等）を示します。 

 

【対象ノード】 

内気象ノード 

 

【対象ファームウェア】 

UECS-Pi Basic 

 

【前提】 

内気象ノードの制作が完了していること。 

 

【参照資料】 

以下資料も合わせて参照してください。 

 

アルスプラウト WEB サイト＞アーカイブ＞ドキュメント 

https://www.arsprout.co.jp/archive/doc/#softwareSetup 

➢ ArsproutDIY キット 2 初期設定マニュアル（UECS-Pi 編） 

【改訂履歴】 

版 改訂内容 改訂日 

1.0.0 ・公開版作成 2019/05/07 

1.0.1 ・内気象ノード基本パッケージのダウンロード手順を PC の IP 変更前に実施

するよう修正 

2019/07/02 

2.0.0 ・マニュアル名を「内気象ノード SW 初期設定ガイド」から「内気象ノード

簡易マニュアル」へ変更 

・内気象ノードの基本操作、ファームウェアアップデート、サポート連絡手

順を追加 

2019/10/17 

2.1 CO2 センサの補正を追加 2020/06/30 

2.2 CO2 センサ（S300）用設定ファイル追加 2022/3/14 

 

https://www.arsprout.co.jp/archive/doc/#softwareSetup
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1. 内気象ノード初期設定 

 

内気象ノードに接続しているセンサ類は、ファームウェアに登録しなければセンサ値を表示することが

できません。 

一つずつ手動で登録するのは手間がかかります。そこで、内気象ノード基本設定パッケージファイルを

用意しています。この設定ファイルをファームウェアに読み込ませるとセンサ類の登録を一括で行うこ

とができます。 

 

1.1 内気象ノード基本設定パッケージダウンロード 

 

パソコンを起動し、ブラウザ（Google Chrome、Firefox、Edge など）を開きます。例えば以下のアイコ

ンのソフトウェアです。 

 

 

 

ブラウザで https://www.arsprout.co.jp にアクセスして下さい。 

 

 

アーカイブ＞最新ファームウェアに移動します。DIY キット用設定ファイルにある、「Basic モデル内気

https://www.arsprout.co.jp/
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象ノード基本設定ファイル」をダウンロードします。 

 

 

ダウンロードしたファイルはブラウザの左下に表示されます。ファイルを右クリック（①）するとニュー

が表示されるので、「フォルダを開く」をクリック（②）します。ダウンロードフォルダが開くのでダウ

ンロードされたファイルをダブルクリック（③）します。 
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ダブルクリックするとメニューが表示されるので「解凍フォルダを指定」をクリック（①）します。解凍

先フォルダ指定ダイアログが表示されるので、適当な場所（デスクトップ等）を選択（②）し OK ボタン

をクリック（③）します。 

 

 

 

指定した先に設定ファイルが入ったフォルダが解凍されます。 
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1.2 ファームウェアのインストール 

 

SD カードにファームウェアをインストールしていない場合は、ArsproutDIY キット 2 初期設定マニュア

ル（UECS-Pi 編）の「ファームウェアインストール」を実行してください。 

 

既に SD カードにファームウェアをインストールしている場合は、ArsproutDIY キット 2 初期設定マニ

ュアル（UECS-Pi 編）の「SD カードをノードへ差し込む」以降を実行してください。 

 

ArsproutDIY キット 2 初期設定マニュアル（UECS-Pi 編）での作業が完了すると、ログイン画面が表示

されます。初期パスワード「admin」を入力し、ログインボタンをクリックして、ログインして下さ

い。（誤操作防止の為エンターキーでのボタン操作はできないようになっています。） 
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トップ画面ではノードの状態が表示されます。状態が「正常」であることを確認してください。 

 

 

 

この段階でノードの状態が正常でない場合はサポートへご連絡ください。（「サポートへ連絡」を参照） 
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1.3 内気象ノード基本設定パッケージのアップロード 

 

メニューのセットアップ＞ノード設定をクリックして、ノード設定画面に移動します。 
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ファイル選択ボタンから、「内気象ノード基本設定パッケージダウンロード」でダウンロードした設定フ

ァイルを選択します。 

 
 

内気象ノードの場合は、取り付けている CO2 センサによって選択するファイルが変わります。CO2

センサを取り付けていない場合はどちらを選択しても構いません。 

 

CO2 センサ（S300）取り付けている場合は「内気象ノード_S300_config.xml」を選択してください。

CO2 センサ（D400）を取り付けている場合は「内気象ノード_D400_config.xml」を選択してくださ

い。ファイル選択後、開くボタンをクリックしてください。 
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設定ファイルを選択後、アップロードボタンをクリックします。 

 

 

トップ画面に移動すると、登録されたセンサの一覧が表示されています。 
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1.4 接続していないセンサの設定を削除または無効にする 

 

センサが一括で登録されるため、ユーザによっては、実際には接続していないセンサも含まれているか

もしれません。実際には接続されていないセンサ設定は削除、または無効にします。不要な設定が残って

いるとノード動作に異常をきたすこともあるので必ず実行してください。ノードの状態は、ArsproutDIY

キット 2 初期設定マニュアル（UECS-Pi 編）の「ノードの状態を確認する」を参照してください。 

 

1.4.1 温湿度センサを削除する 

 

温湿度センサを接続していない場合は、温湿度センサ設定を削除します。温湿度センサを接続している

場合は実行不要です。 

 

温湿度センサがどれかわからない場合は ArsproutDIY キット 2 内気象ノード制作マニュアルの「強制

通風式温湿度センサオプションの取り付け」を参照してください。 

https://www.arsprout.co.jp/archive/doc/#selfMade 

 

温湿度センサ関連（内部気温、内部相対湿度、内部絶対温度、内部露点、内部飽差）のいずれかの歯車ア

イコンをクリックします。 

https://www.arsprout.co.jp/archive/doc/#selfMade
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歯車アイコンをクリックするとセンサ設定画面へ移動します。画面下の削除ボタンをクリック後、ノー

ド再起動ボタンクリックします。ノード再起動後に削除が反映されます。 
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同じく、強制通風等につけているファン動作の設定も削除します。ファン動作センサの歯車アイコンを

クリックして画面移動します。 

  

 

歯車アイコンをクリックするとセンサ設定画面へ移動します。画面下の削除ボタンをクリック後、ノー

ド再起動ボタンクリックします。ノード再起動後に削除が反映されます 
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1.4.2 CO2 センサ設定を削除する 

 

CO2 センサを接続していない場合は、CO2 センサ設定を削除します。CO2 センサを接続している場合

は実行不要です。 

 

CO２センサがどれかわからない場合は ArsproutDIY キット 2 内気象ノード制作マニュアルの「CO２

センサオプションの取り付け」を参照してください。 

https://www.arsprout.co.jp/archive/doc/#selfMade 

 

CO2 センサの歯車アイコンをクリックして画面移動します。 

https://www.arsprout.co.jp/archive/doc/#selfMade
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削除ボタンをクリック後、再起動ボタンをクリックし、設定を反映します。 

 
 

1.4.3 土壌水分センサについて 

 

土壌水分センサには 3 つのモデルがあります。土壌水分の計測を行う「W モデル」、土壌水分と土壌温度

の計測を行う「WT モデル」、土壌水分と土壌温度と土壌 EC の計測を行う「WET モデル」があります。

ご利用になっているモデルで計測していない項目を無効にしてください。センサに貼ってあるシールの

型番でモデルを判断してください。下図の赤枠内のアルファベットがモデルを表している部分です。 

 

 

 

土壌水分センサを接続していない場合は、土壌水分と土壌温度と土壌 EC の設定をすべて無効にしてく

ださい。 
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土壌水分センサがどれかわからない場合は ArsproutDIY キット 2 内気象ノード制作マニュアルの「土

壌水分センサオプションの取り付け」を参照してください。 

https://www.arsprout.co.jp/archive/doc/#selfMade 

 

1.4.3.1 土壌水分を無効にする 

土壌水分センサの歯車アイコンをクリックして画面移動します。 

 

 

 

  

https://www.arsprout.co.jp/archive/doc/#selfMade
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チャンネルを無効にします。 

 
 

保存ボタンをクリック後、再起動ボタンをクリックし、設定を反映します。 
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1.4.3.2 土壌温度を無効にする 

 

土壌温度センサの歯車アイコンをクリックして画面移動します。 

 

 

チャンネルを無効にします。 
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保存ボタンをクリック後、再起動ボタンをクリックし、設定を反映します。 
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1.4.3.3 土壌 EC を無効にする 

 

土壌 EC センサの歯車アイコンをクリックして画面移動します。 
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チャンネルを無効にします。 

 
 

保存ボタンをクリック後、再起動ボタンをクリックし、設定を反映します。 
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1.4.4 日射センサ設定を無効にする 

 

日射センサを接続していない場合は、日射センサ設定を無効にします。日射センサを接続している場合

は実行不要です。 

 

日射センサがどれかわからない場合は ArsproutDIY キット 2 内気象ノード制作マニュアルの「日射セ

ンサオプションの取り付け」を参照してください。 

https://www.arsprout.co.jp/archive/doc/#selfMade 

 

内部日射センサの歯車アイコンをクリックして画面移動します。 

 

 

 

  

https://www.arsprout.co.jp/archive/doc/#selfMade
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センサ設定画面の入力 CH で「無効」を選択し、保存ボタンをクリック後、ノード再起動ボタンをクリッ

クします。 

 

 

1.5 日の出、南中、日の入時刻の表示 

 

ArsproutDIY キット 2 初期設定マニュアル（UECS-Pi 編）の「日の出、南中、日の入時刻の設定」を実

行してください。 

 

1.6 ノード名称の変更 

 

ArsproutDIY キット 2 初期設定マニュアル（UECS-Pi 編）の「ノード名称の変更」を実行してください。 

 

1.7 時刻の設定 

 

ArsproutDIY キット 2 初期設定マニュアル（UECS-Pi 編）の「時刻の設定」を実行してください。 

 

1.8 設定ファイルのバックアップを取る 

 

今まで設定した項目をファイル出力してバックアップを取得します。もし、機器が故障しても設定ファ

イルのバックアップがあれば設定を復元することが可能です。 

 

ArsproutDIY キット 2 初期設定マニュアル（UECS-Pi 編）の「設定ファイルのバックアップを取得する」

を実行してください。 
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1.9 CO2 センサの補正を行う 

 

CO2 センサを接続している場合は、CO2 センサの補正を行ってください。 

 

1.10 ノードの IP アドレスを変更する 

 

ノードの IP アドレスを変更します。IP アドレスは以下図の通り重複しない数値を各ノードに設定してく

ださい。IP アドレス以外は固定値を設定してください。IP アドレスを変更する作業は、ArsproutDIY キ

ット 2 初期設定マニュアル（UECS-Pi 編）の「IP アドレス変更」を参考にしてください。 

 

※ノード 1 台だけで利用する場合は IP アドレスは 192.168.1.70（初期値）で構いません。 
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2. 内気象ノード基本操作 

 

ArsproutDIY キット 2 初期設定マニュアル（UECS-Pi 編）の「ファームウェア基本操作」を参照してく

ださい。 

 

3. 内気象ノード停止方法・起動方法 

 

ノードを停止する場合は、必ず OS を停止してから電源スイッチを OFF にしてください。OS を停止せ

ずに電源スイッチを OFF にすると故障の原因となる場合があります。 

メニューのセットアップ＞ノード設定をクリックし、ノード設定画面を表示します。OS 停止ボタンをク

リックします。 
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OS 停止が完了すると、ACT ランプ（緑ランプ）が完全消灯します。（ACT ランプが 5 秒以上点滅しな

いことを確認してください。） 

 

 

 

OS 停止を確認後、電源スイッチを OFF にしてください。（必要に応じてコンセントを抜いてくださ

い。） 

 

 

 

ノードを起動する場合は、コンセントを指し、電源スイッチを ON にしてください。暫くすると OS 起

動ランプ（ACT ランプ）が緑点滅し使用可能になります。 
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4. ファームウェアアップデート 

 

セキュリティ対策や不具合修正、機能追加などを行っているので、UECS-Pi ファームウェアはできる限

り最新版をご利用ください。最新ファームウェアのリリース情報はアルスプラウト WEB サイト

（https://www.arsprout.co.jp ）のトップ画面「最新のお知らせ」で確認できます。 

 

4.1 設定ファイルのバックアップを取得 

 

ArsproutDIY キット 2 初期設定マニュアル（UECS-Pi 編）の「設定ファイルのバックアップを取得する」

を実行してください。 

 

4.2 最新ファームウェアダウンロード 

 

アルスプラウト株式会社サイトのトップ画面のアーカイブ＞最新ファームウェアをクリックします。 

 

 

 

最新ファームウェアページから最新のファームウェアをダウンロードしてください。（ArsproutDIY キッ

ト 2 初期設定マニュアル（UECS-Pi 編）「ファームウェアダウンロード」を実行） 

  

https://www.arsprout.co.jp/
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4.3 ファームウェアにログイン  

 

ArsproutDIY キット 2 初期設定マニュアル（UECS-Pi 編）の以下目次を順に実行し、ファームウェアに

ログインします。 

1. 「PC とノードを LAN ケーブルで接続する」 

2. 「PC のネットワーク設定」 

3. 「ファームウェアにログイン」 

 

4.4 ファームウェアを停止して、ノードの電源を OFF にする 

 

本マニュアルの「ノード停止方法・起動方法」の停止方法を参考にしてノードの電源を OFF にします。 

 

4.5 SD カード取り出し 

 

SD カードを内気象ノードからとりだします。 

 

 

 

4.6 SD カードに最新ファームウェアをインストールする 

 

ArsproutDIY キット 2 初期設定マニュアル（UECS-Pi 編）「SD カードにファームウェアを書き込む（フ

ァームウェアインストール）」を実行してください。 
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4.7 SD カードを差し込みファームウェアにログイン 

 

ArsproutDIY キット 2 初期設定マニュアル（UECS-Pi 編）の以下目次を順に実行し、ファームウェアに

ログインします。 

1. 「SD カードをノードへ差し込む」 

2. 「電源スイッチを ON にする」 

3. 「ファームウェアにログイン」 

 

4.8 設定ファイルをアップロードして設定を復元する 

 

ArsproutDIY キット 2 初期設定マニュアル（UECS-Pi 編）の「バックアップを使用した設定の復元」を

実行してください。 

※ここでアップロードするのは「設定ファイルのバックアップを取得」で取得した設定ファイルです。 

 

以上でファームウェアアップデートは完了です。 

 

5. CO2 センサ補正 

 

CO2 センサにはセンサ値のズレを補正する機能があります。ハウス設置前（ファームウェア初期設定時）

や CO2 センサの値にズレを感じる場合に補正を行ってください。補正方法は「校正実行ボタンによる

CO2 センサの補正」と「CO2 センサのジャンパピンの移動よる補正」の 2 通りがありどちらでも構いま

せん。実行すると CO2 センサ値が 400ppm に補正されます。 

 

5.1 校正実行ボタンによる CO2 センサの補正 

 

CO2 センサ補正は新鮮な空気が通る場所で行う必要があります。その為、ハウスの外で実行するのが理

想的です。（実内やハウス内で補正を行う場合は、換気を十分に行い窓の近くで実行してください。） 

実行する場合は、必ず CO2 センサのボックスは閉じてください。 

 

ファームウェアにログインし、トップ画面のセンサ一覧から CO2 センサの歯車アイコンをクリックしま

す。 
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CO2 設定画面で校正実行ボタンをクリックします 

  

 

メニューの状態ログをクリックしログを確認します。開始から完了まで 10 分ほどかかります。この間電

源は切らないでください。 
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5.2 CO2 センサのジャンパピンの移動よる補正 

 

CO2 センサ補正は新鮮な空気が通る場所で行う必要があります。その為、ハウスの外で実行するのが理

想的です。（実内やハウス内で補正を行う場合は、換気を十分に行い窓の近くで実行してください。） 

 

内気象ノードに電源が入っている状態で作業します。CO2 センサが入っているボックスを開けて、下の

図の通りにジャンパピンを N から CAL1 へ挿しかえると補正が開始されます。補正中はボックスの蓋を

閉じてください。 

 

 

10 分以上 18 分以内にジャンパピンを N へ戻すと補正が完了します。18 分を過ぎた場合は、再度やり直

してください。 
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6. サポートへの連絡 

 

ArsproutDIY キット 2 初期設定マニュアル（UECS-Pi 編）の「サポートへの連絡」を参照してください。 

 

7. その他 

 

内気象ノードのファームウェア（UECS_Pi Basic）について詳しく知りたい方は、「UECS Pi Basic ユー

ザマニュアル」を参照してください。 

 

https://www.arsprout.co.jp/archive/doc/#softwareManual 

 

 

https://www.arsprout.co.jp/archive/doc/#softwareManual

